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附則 

我が国は、 日本国憲法において、 個人の尊重と 法の下の平等が保障さ れ、 男女平等の実

現に向けて 、 国際的な連携のも と 、 法令の整備をはじ めと する取組が行われてき た。 わた

し たち のま ち霧島市においても 、 こ れま で、 国、 県等の動向を踏ま えつつ、 平成20年３ 月

に「 霧島市男女共同参画計画」 を 、平成22年３ 月には、県内の市町村では初めてと なる「 霧

島市配偶者等から の暴力防止及び被害者支援に関する計画」 を 策定し 、 男女共同参画の実

現に向けた様々な取組を積極的に展開し てき た。  

 し かし ながら 、 今なお、 女性に対する暴力、 性別によ る固定的な役割分担意識やこ れに

基づく 慣行など が依然と し て存在し 、 個人が自立し た人間と し て発達する可能性が性別に

よ り 制約さ れており 、 真の男女平等の達成のためには、 多く の課題が残さ れている 。  

 こ う し た状況を踏ま え 、 霧島市が将来にわた り 豊かで活力のある ま ち づく り を進める た

めには、 男女がお互いに そ の人権を尊重し 、 性別に関わり なく 、 そ の個性と 能力を十分に

発揮でき るよ う 、 男女共同参画を よ り 一層推進し ていく 必要がある 。  

 わた し たちは、 こ こ に、男女共同参画の推進に関し 、基本理念を定め、そ の取組を 、市、

市民及び事業者が一体と なっ て総合的かつ計画的に推進するため、 こ の条例を制定する 。  

第１ 章 総則 

（ 目的）  

第１ 条 こ の条例は、 男女共同参画の推進に関し 、 基本理念を定め、 市、 市民及び事業者

の責務を明ら かにする と と も に 、 施策の実施に関する必要な事項を定める こ と に よ り 、

男女共同参画を総合的かつ計画的に推進する こ と を 目的と する 。  

（ 定義）  

第２ 条 こ の条例に おいて 、 次の各号に掲げる 用語の意義は、 当該各号に定める と こ

ろ に よ る 。  

⑴ 男女共同参画 男女が、 社会の対等な構成員と し て、 自ら の意思によ っ て社会のあ

ら ゆる分野における活動に参画する機会が確保さ れ、 も っ て男女が均等に政治的、 経

済的、 社会的及び文化的利益を享受する こ と ができ 、 かつ、 共に責任を担う こ と を い

う 。  

⑵ 積極的改善措置 前号に規定する機会について 、 男女間の格差を改善する ため必要

な範囲内において、 男女のいずれか一方に対し 、 当該機会を積極的に提供する こ と を

いう 。  



⑶ 市民 市内に居住し 、 勤務し 、 又は在学する者をいう 。  

⑷ 事業者 市内において 、 営利、 非営利であるかを問わず、 事業活動を行う 個人及び

法人そ の他の団体をいう 。  

⑸ セク シュ ア ル ・ ハラ ス メ ン ト  性的な言動によ り 相手に不快感を与え、 相手の就労

環境そ の他生活環境を害し 、 又は不利益を与える行為をいう 。  

⑹ ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バイ オ レ ン ス  配偶者、 交際の相手方等親密な関係にあり 、 又は

親密な関係にあっ た男女間において、 個人の尊厳を侵すよ う な身体的、 精神的、 社会

的、 経済的又は性的な暴力をいう 。  

（ 基本理念）  

第３ 条 男女共同参画の推進は、次に掲げる基本理念にのっ と り 行われなければなら ない。 

⑴ 男女の個人と し ての尊厳が重んじ ら れ、 男女が直接的であるか間接的であるかを 問

わず、 性別によ る差別的取扱いを受ける こ と なく 、 個人と し て能力を発揮する機会が

確保さ れる こ と 及びそ の他の男女の人権が尊重さ れる こ と 。  

⑵ 性別によ る固定的な役割分担意識に基づく 制度又は慣行が、 男女の活動の自由な選

択に対し て影響を及ぼすこ と のないよ う 配慮さ れる こ と 。  

⑶ 男女が社会の対等な構成員と し て、 職場、 地域、 学校、 家庭そ の他の社会のあら ゆ

る分野における意思決定の場に、 男女が共同し て参画する機会が確保さ れる こ と 。   

⑷ 家族を構成する男女が、 相互の協力と 子ど も を 安心し て生み、 育てる こ と ができ る

環境整備に向けた社会の支援の下に、 子育て、 介護そ の他の家庭生活における活動に

ついて家族の一員と し ての役割を円滑に果たし 、 かつ、 当該活動以外の活動を行う こ

と ができ る よ う 配慮さ れる こ と 。  

⑸ 男女が、 互いの身体的特徴及び性に関する理解を深める と と も に 、 性と 生殖に関す

る個人の意識が尊重さ れ、 生涯にわたる健康の保持が図ら れる こ と 。  

⑹ 社会のあら ゆる分野における教育や学習の場において、 男女共同参画の重要性が認

識さ れる よ う 配慮さ れる こ と 。  

⑺ 男女共同参画の推進は、 国際社会における取組と 密接な関係を有し ている こ と を 考

慮し 、 国際的協調の下に行われる こ と 。  

（ 市の責務）  

第４ 条 市は、 前条に定める基本理念（ 以下「 基本理念」 と い う 。 ） にのっ と り 、 男女共

同参画の推進に関する施策（ 積極的改善措置を含む。 以下同じ 。 ） を 総合的に策定し 、

実施し なければなら ない。  

２  市は、 市民、 事業者、 国及び他の地方公共団体と 連携し 、 協力し て男女共同参画の推

進に取り 組まなければなら ない。  

 （ 市民の責務）  

第５ 条 市民は、 基本理念にのっ と り 、 職場、 地域、 学校、 家庭そ の他の社会のあら ゆる

分野において、 男女共同参画を推進する よ う 努める ものと する 。  

２  市民は、 市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力する よ う 努める も のと



する 。  

 （ 事業者の責務）  

第６ 条 事業者は、 事業活動を行う に当た っ ては、 基本理念にのっ と り 、 男女共同参画の

推進に努める と と も に 、 職場における活動と 地域及び家庭における活動と を両立でき る

職場環境を整備する よ う 努める も のと する 。  

２  事業者は、 市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力する よ う 努める もの

と する 。  

（ 教育の推進）  

第７ 条 学校教育そ の他の社会のあら ゆる教育及び学習に携わる者は、 教育及び学習が男

女共同参画の推進に果たす役割の重要性を踏ま え、 基本理念に配慮し た教育及び指導を

行う よ う 努める も のと する 。  

（ 阻害行為の禁止）  

第８ 条 何人も 、 職場、 地域、 学校、 家庭そ の他の社会のあら ゆる分野において、 直接的

であるか間接的であるかを 問わず、 性別によ る差別的取扱いを し てはなら ない。  

２  何人も 、 職場、 地域、 学校、 家庭そ の他の社会のあら ゆる分野において、 セク シュ ア

ル・ ハラ ス メ ン ト を行っ てはなら ない。  

３  何人も 、 ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バイ オ レ ン ス を行っ てはなら ない。  

（ 公衆に表示する情報に関する留意）  

第９ 条 何人も 、 公衆に表示する情報において、 性別によ る固定的な役割分担意識及びド

メ ス テ ィ ッ ク ・ バイ オ レ ン ス を助長する表現を行わないよ う 努めなければなら ない。  

第２ 章 男女共同参画を推進するための基本的施策 

 （ 推進体制の整備）  

第10条 市は、男女共同参画の推進に関する施策を推進するために、財政上の措置を含め、

必要な体制を整備するものと する 。  

（ 基本計画）  

第11条 市長は、 男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に実施するため、

男女共同参画の推進に関する基本的な計画（ 以下「 基本計画」 と いう 。 ） を策定する も

のと する 。  

２  市長は、 基本計画を策定又は変更する に当た っ ては、 霧島市男女共同参画審議会の意

見を聴く と と も に 、 市民及び事業者の意見を反映さ せる ものと する 。  

３  市長は、 基本計画を策定又は変更し た と き は、 速やかにこ れを公表する も のと する 。  

（ 施策の策定等に当たっ て の配慮）  

第12条 市は、 あら ゆる施策の策定及び実施に当た っ ては、 男女共同参画の推進に資する

よ う 配慮する ものと する 。  

（ 広報活動）  

第13条 市は、 基本理念に対する市民及び事業者の理解を深めるため、 広報、 啓発活動そ

の他適切な措置を講ずる も のと する 。  



（ 情報の収集及び調査研究）  

第14条 市は、 男女共同参画の推進に関する施策を効果的に実施する ため、 必要な情報の

収集及び調査研究を行う も のと する 。  

（ 実施状況の公表）  

第15条 市長は、 毎年度、 男女共同参画の推進に関する施策の実施状況等を検証し 、 そ の

結果を公表するも のと する 。  

（ 附属機関等の委員の構成）  

第16条 市は、 附属機関等の委員の委嘱を行う 場合には、 当該委員の男女のいずれか一方

の委員の数が、 委員の総数の10分の４ 未満と なら ないよ う 努める ものと する 。  

 （ 市民への支援）  

第17条 市は、 市民が行う 男女共同参画の推進に関する活動を支援するため、 情報の提供

そ の他必要な支援を行う も のと する 。  

 （ 事業者への支援等）  

第18条 市は、 雇用の分野における男女共同参画を推進するため、 事業者に対し 、 情報の

提供そ の他必要な支援を行う と と も に 、 必要がある と 認める と き は、 男女共同参画の状

況について報告を求め、 適切な措置を講ずる よ う 協力を求める こ と ができ る 。  

２  市は、 事業者のう ち 、 農林水産業、 商工業そ の他の分野の自営業における男女共同参

画を推進するため、 こ れら に従事する男女に対し 、 情報の提供そ の他必要な支援を行う

も のと する 。  

（ 防災の分野における男女共同参画の推進）  

第19条 市は、 男女共同参画の視点を取り 入れた防災（ 災害復興を含む。 ） 体制を確立す

る よ う 必要な措置を講ずる ものと する 。  

（ 相談及び苦情の処理）  

第20条 市は、性別によ る差別的取扱い、セク シュ ア ル・ ハラ ス メ ン ト 、ド メ ス テ ィ ッ ク ・

バイ オ レ ン ス そ の他の男女共同参画の推進を妨げる行為に関し 、 市民及び事業者から 相

談があっ た場合は、 関係機関と 連携し て適切に処理する よ う 努める も のと する 。  

２  市は、 市が実施する男女共同参画の推進に関する施策又は男女共同参画の推進に影響

を及ぼすと 認めら れる施策について、 市民及び事業者から 苦情の申出があっ た場合には、

問題解決に向けた必要な措置を講ずる ものと する 。  

第３ 章 霧島市男女共同参画審議会 

 （ 設置等）  

第21条 第11条第２ 項に規定する事項を行う ほか、 市長の諮問に応じ 男女共同参画の推進

に関する重要事項の調査審議を行う ため、 霧島市男女共同参画審議会（ 以下「 審議会」

と いう 。 ） を置く 。  

２  審議会は、 前項の規定によ る調査審議のほか、 男女共同参画の推進に関する事項につ

いて、 市長に意見を述べ、 又は提言する こ と ができ る 。  

 （ 組織）  



第22条 審議会は、 委員15人以内で組織する 。 こ の場合において、 男女のいずれか一方の

委員の数が、 委員の総数の10分の４ 未満であっ てはなら ない。  

２  委員は、 男女共同参画に関する識見を有する者のう ち から 、 市長が委嘱する 。 こ の場

合において 、 市長は、 委員の一部を公募によ り 選出する ものと する 。  

 （ 任期）  

第23条 委員の任期は、 ２ 年と する 。 ただ し 、 委員が欠けた場合における補欠委員の任期

は、 前任者の残任期間と する 。  

（ 会長及び副会長）  

第24条 審議会に会長及び副会長１ 人を置く 。  

２  会長及び副会長は、 委員の互選によ り 選出する 。  

３  会長は、 会務を総理し 、 審議会を代表する 。  

４  副会長は、 会長を補佐し 、 会長に事故ある と き 、 又は会長が欠けたと き は、 そ の職務

を代理する 。  

 （ 会議）  

第25条 審議会の会議（ 以下「 会議」 と い う 。 ） は、 会長が招集し 、 会議の議長と なる 。  

２  会議は、 委員の過半数が出席し なければ開く こ と ができ ない。  

３  会議の議事は、 出席委員の過半数で決し 、 可否同数のと き は、 議長の決する と こ ろ に

よ る 。  

 （ 庶務）  

第26条 審議会の庶務は、 企画部企画政策課において処理する 。  

 （ 審議会への委任）  

第27条 こ の章に定める も ののほか、審議会の運営に関し 必要な事項は、審議会が定める 。  

第４ 章 雑則 

 （ 委任）  

第28条 こ の条例に定める もののほか、 こ の条例の施行に関し 必要な事項は、 市長が別に

定める 。  

 

附 則 

（ 施行期日）  

１  こ の条例は、 平成24年４ 月１ 日から 施行する 。  

（ 経過措置）  

２  こ の条例の施行の際現に策定さ れている霧島市男女共同参画計画は、 第11条第１ 項の

規定に基づき策定さ れた基本計画と みなす。  


